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１ 平成 24年度健全化判断比率報告書 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に 

より、健全化判断比率を次のとおり報告する。 

 

（１）総括表 

（単位：％） 

区 分 
実質赤字 

比 率 

連結実質赤字 

比 率 

実質公債費 

比 率 

将来負担 

比 率 

平成 24年度決算 

健全化判断比率 
－ － １２．９ １０９．５ 

(早期健全化基準) （１４．８１） （１９．８１） （２５．０） （３５０.０） 

(財政再生基準) （２０．００） （３０．００） （３５．０）  

参考：前年度数値 － － １４．７ １１８．６ 

注 実質赤字額又は連結赤字額がない場合は，「－」を記載している。 

 

＜参 考＞ 比率の概要 

区   分 概      要 

実質赤字比率 
（一般会計等の実質赤字の比率） 

町税，地方交付税等の一般財源をその支出の主な財源と

している一般会計等について，歳出に対する歳入の不足額

（いわゆる赤字額）を町の一般財源の標準的な規模を表す

標準財政規模の額で除したものである。 

連結実質赤字比率 
（全ての会計の実質赤字の比率） 

町のすべての会計の赤字額と黒字額を合算して，町全体

としての歳出に対する歳入の資金不足額を，町の一般財源

の標準的な規模を表す標準財政規模の額で除したもので

ある。 

実質公債費比率 
（公債費等の比重を示す比率） 

町の一般会計等の支出のうち，義務的に支出しなければ

ならない経費である公債費や公債費に準じた経費を町の

標準財政規模を基本とした額で除したものの３カ年間の

平均値である。 

将来負担比率 
（地方債残高のほか一般会計等

が将来負担すべき実質的な負債

を捉えた比率） 

町の一般会計等が将来的に負担することになっている

実質的な負債にあたる額（将来負担額）を把握し，この将

来負担額から負債の償還に充てることができる基金等を

控除の上，町の標準財政規模を基本とした額で除したもの

である。 
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（２）実質赤字比率 

ア 一般会計等の実質収支額 

※下段( )は前年度値（単位：千円） 

会 計 名 

歳入総額 

 

Ａ 

歳出総額 

 

Ｂ 

歳入歳出 

差引額 

Ｃ(A-B) 

翌年度へ 

繰り越す 

べき財源 

Ｄ 

実 質 

収支額 

 

Ｅ(C-D) 

一般会計 
8,009,968  

(7,943,617) 

7,661,529  

(7,501,446) 

348,439  

(442,171) 

31,677  

(21,144) 

316,762  

(421,027) 

住宅改修資金貸付

事業特別会計 

755  

(755) 

755  

(755) 

0  

(0) 

0  

(0) 

0  

(0) 

      

      

      

      

      

      

      

合 計 
8,010,723  

(7,944,372) 

7,662,284  

(7,502,201) 

348,439  

(442,171) 

31,677  

(21,144) 

316,762  

(421,027) 

※下段( )は前年度値（単位：千円） 

イ 標準財政規模 
5,299,960  

(5,169,251) 

 
うち，臨時財政対策債発行可能額 

288,169  

(288,381) 

※下段( )は前年度値（単位：％） 

ウ 実質赤字比率 － 
※実質収支比率 5.98％ 

              (8.14%) 

注 実質赤字額がない場合は，「－」を記載している。 

 

【算定方法】 

 

 実質赤字比率 ウ ＝ 

 

アのＥ欄の合計（※マイナスの場合のみ） 

イ 
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（３）連結実質赤字比率 

※下段( )は前年度値（単位：千円） 

区   分 金 額 備 考 

ア 一般会計等の実質収支額の合計 
316,762  

(421,027)   
（１）アのＥ欄の合計 

イ 公営企業会計以外の特別会計の実質収

支額の合計（①+②+③+④） 

62,015  

(60,862) 

資金不足額がある場合

はマイナス計上 

 

①国民健康保険事業特別会計 
47,549  

(41,183) 

②後期高齢者医療事業特別会計 
3,909  

(3,583) 

③介護保険事業特別会計 
10,557  

(16,096) 

④介護サービス事業特別会計 
0  

(0) 

ウ 公営企業会計の資金不足額又は資金剰

余額（①+②+③+④） 
882,256  

(895,759) 

資金不足額がある場合

はマイナス計上 

 

① 病院事業会計 
869,378  

(863,317) 

② 簡易水道事業会計 
5,358  

(1,991) 

③ 農業集落排水事業会計 
2,915  

(5,859) 

④ 
特定環境保全公共下水道事業

会計 

4,605  

(24,592) 

エ 標準財政規模 
5,299,960  

(5,169,251) 

臨時財政対策債発行可

能額を含む。 

※下段( )は前年度値（単位：％） 

オ 連結実質赤字比率 
－ 

(-) 

※連結実質収支比率 

23.79 ％ 

(26.65 ％) 

注 連結実質赤字額がない場合は，「－」を記載している。 

 

【算定方法】 

 

 連結実質赤字比率 エ ＝ 

 

[ア＋イ＋ウ]（※マイナスの場合のみ） 

エ 
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（４）実質公債費比率 

※下段( )は前年度値（単位：千円） 

区   分 金 額 備 考 

ア 
地方債の元利償還金 

（公債費充当一般財源額） 

1,146,507  

(1,193,245) 
※繰上償還及び満期一括償還

元金除く。③表① 

イ 準元利償還金 
476,468 

(476,085) 

満期一括年割相当  

公営企業債繰入金  

債務負担行為 ③表③④⑤⑥⑦ 

ウ 
基準財政需要額に算入された公債

費及び準公債費 

1,095,530  

(1,106,915) 

基準財政需要額 

災害復旧費等    

事業費補正     

密度補正 ③表⑨⑩⑪⑫⑭ 

エ 標準財政規模 
5,299,960  

(5,169,251) 
臨時財政対策債発行可能額を

含む。 ③表⑮⑯⑰ 

オ 元利償還金に充てた特定財源 
25,429  

(25,203) 
貸付金・公営住宅使用料③表⑧ 

 

※下段( )は前年度値（単位：％） 

カ 実質公債費比率（単年度） 
11.94 

(13.22) 

H23年度 13.22％ 

H22年度 13.81％ 

(H21年度 17.35%) 

キ 実質公債費比率（３か年平均） 
12.9 

(14.7) 
 

 

【算定方法】 

                  

 実質公債費比率（単年度） カ ＝ 

[ア＋イ]－[ウ＋オ] 

エ－ウ 



 5 

（５）将来負担比率 

※下段( )は前年度値（単位：千円） 

区   分 金 額 備 考 

ア 一般会計等に係る地方債の現在高 
9,728,533  

(10,020,078) 
総括表④より 

イ 債務負担行為に基づく支出予定額 
170,505  

(116,864) 
ほ場整備償還補助・林道 

大朝鹿野線賦課金など 

ウ 
一般会計等以外の特別会計に係る地方
債の償還に充てるための一般会計等か
らの繰入れ見込額 

4,378,333  
 (4,692,168) 

病院事業会計等への繰入

れ見込額 

エ 
組合又は地方開発事業団が起こした地
方債の償還に係る地方公共団体の負担
見込額 

0  
(0) 

一部事務組合への繰入れ

見込額 

オ 
退職手当支給予定額に係る一般会計等

負担見込額 

1,331,665  

(1,333,614) 
一般会計等対象職員 

カ 
設立法人の負債の額等に係る一般会計

等負担見込額 

0  
(0) 

 

キ 連結実質赤字額 
0  

(0) 
 

ク 
組合等の連結実質赤字額に係る一般会

計等負担見込額 

0  
(0) 

 

ケ 
地方債の償還額等に充当可能な基金の

残高の合計額 

2,864,149  

(2,369,170) 
財政調整基金，減債基金な

ど 

コ 
地方債の償還等に充当可能な特定の収

入 

104,147  

(126,322) 
住宅使用料など 

サ 
地方債の償還等に要する経費として基
準財政需要額に算入されることが見込
まれる額 

 8,035,125  
(8,848,854)  

シ 標準財政規模 
5,299,960  

(5,169,251) 
臨時財政対策債発行可能

額を含む。 

ス 
基準財政需要額に算入された公債費及

び準公債費 

1,095,530  

(1,106,915) 
 

※下段( )は前年度値（単位：％） 

セ 将来負担比率 
109.5  

(118.6) 
 

 

【算定方法】 

 

 将来負担比率 セ＝ 

 

[ア＋イ＋ウ＋エ＋オ＋カ＋キ＋ク]－[ケ＋コ＋サ] 

シ－ス 
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２ 平成 24年度資金不足比率報告書 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定 

により、資金不足比率を次のとおり報告する。 

 

（１） 総括表 

※下段( )は前年度値（単位：％） 

区  分 

法適用企業 法非適用企業 

病院事業会計 
簡易水道事

業特別会計 

農業集落排水

事業特別会計 

特定環境保全公

共下水道事業特

別会計 

平成 24年度決算 

資金不足比率 

－ 

(－) 

－ 

(－) 

－ 

(－) 

－ 

(－) 

(経営健全化基準) ２０．０（※公営企業ごと） 

 注 資金不足額がない場合は，「－」を記載している。 

 

 

＜参 考＞ 比率の概要 

 

区   分 概      要 

資金不足比率 
（公営企業ごとの資金不足額の

比率） 

一般会計等の実質収支にあたる公営企業会計における

資金不足について，公営企業の事業規模に対する比率を表

したものである。 
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（２）法適用企業 

① 資金不足額 

※下段( )は前年度値（単位：千円） 

会 計 名 

流動負債 

 

Ａ 

算入地方債 

 

Ｂ 

流動資産 

 

Ｃ 

資金不足額 

 

Ｄ(A+B-C) 

病院事業会計 
113,524  
(129,033) 

0  
(0) 

982,902  
(992,350) 

△869,378  
(△863,317) 

注１ 流動負債は，控除未払金等の控除額を除く。 

注２ 流動資産は，控除財源等の控除額を除く。 

注３ Ｄ欄が△の場合，資金剰余額となる。 

 

② 事業の規模 

※下段( )は前年度値（単位：千円） 

会 計 名 

営業収益の額 

 

Ｅ 

受託工事 

収入の額 

Ｆ 

事業の規模 

 

Ｇ(E-F) 

備 考 

病院事業会計 
1,619,752  
(1,652,165) 

0  
(0) 

1,619,752  
(1,652,165) 

 

 

③ 資金不足比率 

※下段( )は前年度値（単位：％） 

病院事業会計 
－ 

(－) 

※資金剰余比率 53.67％ 

               (52.25%) 

注 資金不足額がない場合は，「－」を記載している。 

 

【算定方法】 

 

 資金不足比率 ③ ＝ 

 

Ｄ（※マイナスは，資金剰余額となる。） 

Ｇ 
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（３）法非適用企業 

  ① 資金不足額 

※下段( )は前年度値（単位：千円） 

会 計 名 

歳出額 

 

Ａ 

算入地方債 

 

Ｂ 

歳入額 

 

Ｃ 

資金不足額 

 

Ｄ(A+B-C) 

簡易水道事業 

特別会計 

234,532  

(258,821) 

0  
(0) 

239,890  

(260,812) 

△5,358  

(△1,991) 

農業集落排水 

事業特別会計 

134,392  

(115,210) 

0  
(0) 

137,307  

(121,069) 

△2,915  

(△5,859) 

特定環境保全公共 

下水道事業特別会計 

345,806  

(439,574) 

0  
(0) 

350,411  

(464,166) 

△4,605  

(△24,592) 

注１ 歳入額は，繰越明許費繰越額等に係る額を除く。 

注２ Ｄ欄が△の場合，資金剰余額となる。 

② 事業の規模 

※下段( )は前年度値（単位：千円） 

会 計 名 

営業収益の額 

 

Ｅ 

受託工事 

収入の額 

Ｆ 

事業の規模 

 

Ｇ(E-F) 

備 考 

簡易水道事業 

特別会計 

97,442  

(99,656) 

0  
(0) 

97,442  

(99,656) 
 

農業集落排水 

事業特別会計 

29,819  

(28,178) 

0  
(0) 

29,819  

(28,178) 
 

特定環境保全公共 

下水道事業特別会計 
67,361  

(91,003) 

0  
(0) 

67,361  

(91,003) 
 

 

③ 資金不足比率 

※下段( )は前年度値（単位：％） 

簡易水道事業特別会計 
－ 

(－) 

※資金剰余比率  5.50％ 

               (2.00%) 

農業集落排水事業特別会計 
－ 

(－) 

※資金剰余比率  9.78％ 

              (20.79%) 

特定環境保全公共下水道事業 

特別会計 

－ 

(－) 

※資金剰余比率  6.84％ 

              (27.02%) 

注 資金不足額がない場合は，「－」を記載している。 

 

【算定方法】 

 

 資金不足比率 ③ ＝ 

Ｄ（※マイナスは，資金剰余額となる。） 

Ｇ 


